 美しい（良質な）景観をつくる方法
 景観マテリアルメーカーとの協働の視点から
2004年度第10回都市環境デザインセミナー
 趣旨
· ＪＵＤＩ（都市環境デザイン会議）メンバーの専門家と、景観マテリアルメーカーとの個別プロジェクトにおける協働の場は、様々なシテュエーションのなかで実現しており、一定の成果もあがっていると考えられます。しかし、ＪＵＤＩの取り組む活動の全体像として、個別協働の場や、モニターメッセのような製品アドバイス以外の方法で、もう少し広範に影響力をもたらす、あるいはＪＵＤＩメンバーが不在の状況時にもじわっと効果を発揮するような、そういった協働の方法はないものでしょうか？　
 　 美しい景観づくりの全体像を実態的に考えたとき、このような視点に立ち、方策を探ることには大きな意味がありそうに思います。景観行政の抱えるシステムの問題、地方性の問題、社会の実態、メーカーの抱える体質の問題、メーカーのＪＵＤＩに対する期待、などいくつかの視点から課題提起を行い、議論を交わしながら、ＪＵＤＩとマテリアルメーカーとの協働の方策を考えたいと思います。
 これまでのＪＵＤＩの取り組み
１．モニターメッセ（全国総会時・本部事業委員会）
２．企業活動商品紹介（関西フォーラム委員会）
３．（仮称）ＪＵＤＩ関西景観マテリアル研究会
　　（2004年度試行・関西ブロック有志）
→モニターメッセに代る新しいＪｕｄｉ活動の模索
→地方会員を含めた全国的活動化への可能性
 議論に向けての参考資料
１．メーカーメンバーによる現状課題（別紙）
２．メーカーデザイナーからの疑問、質問（別紙）
３．ＪＵＤＩメンバーによる可能性への視点メモ（別紙） 

　　　3.ＪＵＤＩメンバーによる可能性への視点 メモ 

１）メーカーとＪＵＤＩとの継続的な
協働の可能性
１－１．製品の開発
１－２．企業姿勢、継続教育などに関する、メーカーとＪＵＤＩとの美しい国土づくりへの様々な協働の可能性
１－３．メーカーデザイナー、規格営業等担当者への支援の可能性
２）地域主導による景観形成を支えるＪＵＤＩの社会的責任の可能性
２－１．例えば、景観や環境の地方性と全国一律の製品使用展開のはざまを埋める、ＪＵＤＩ地方会員との協働の可能性（製品の開発のみならず）
２－２．日本の風土や地方の特性を活かした製品開発や使用に関わる協働の可能性

３）発注者としての行政を支える視点の可能性（発注者の考え方がおかしいと思っても、メーカーは意見が言えない。行政担当者の安易な選択に対するフォロー。）
３－１．機能性や維持管理性だけでないところの良さの説得（など）は、メーカーにはしんどい。
３－２．上手に「ＮＯ！」という言い方で困っている。ＪＵＤＩに助けて欲しい。
３－３．例えば、「景観と素材」に関するＪＵＤＩ会員の考え方を小冊子としてま　とめ、ＪＵＤＩ会員メーカーと行政との間をつなぎ、会員相互の議論を深めるとともに、社会的に効果を発揮するようなツール作成の可能性　　素材の良さと違いなど・・・。
３－４．例えば、ＪＵＤＩ会員によるカタログ製作の可能性、コメント付？編集？
３－５．例えば、ＪＵＤＩメンバーの推薦する事例によるカタログ（メーカーを超えて？）
３－５．例えば、竣工後のフォロー（ＪＵＤＩ会員による）による評価を組み込んだカタログ製作の可能性、あるいは、ＪＵＤＩ会員教員と傘下の学生による協働の可能性　フィードバックの重要性と実現性
３－６．地方のちょっとした公共事業が積み重なって日本の風景を作っていくことの重大さに対するＪＵＤＩの社会的責任の表現の方法の可能性
４）個々のメーカーだけでは出来ない（素材や技術の組み合わせ、大量生産と少量生産の組み合わせ、そのことによるコストバランスの可能性など）、メーカー同士の協働による効果を支えるＪＵＤＩの役割の可能性
５）市場の厳しいコスト主義をどう乗り越えればよいの     か？（メーカーもコンサルも？）
６）ＪＵＤＩのＨＰの活用の可能性
７）住民参加型のまちづくりに役立つマテリアルの開発
　　など・・・
